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DV防止リポート「夫婦げんか、どこからがDV?」
DV防止活動家 木村ともこさんに聞きました。

【特集】パパはイクメン？
はちのへのママに聞きました。

教育現場リポート「自分も相手も大切できる子を育てるためには」
千葉幼稚園副園長 岡本潤子さんにインタビュー

ワーク・ライフ・バランスな夫婦の紹介
仕事も家事・育児も協力し合う「菊地さん夫妻」を訪問インタビュー

［もくじ］



質問

39.6%

32.7%

20.2%

現 実
13.3%

18.4%

63.9%

理 想
→
→
→

パパはイクメン？
はちのへのママに聞

きました。

パパは、イクメンですか？

はい ! いいえ!

はい

61%
39%

7人
11人

いいえ

 育児を自ら進んで行うパパ（イクメン）が増えており、全国的にイクメ
ンブームです。では、はちのへのパパはどうなのだろう？そこで、“こど
もはっち”に遊びに来ていた、子連れのママ18人にインタビューしました。

●ママ30代   パパ 30代

おむつ交換、おふろに入れてくれる。子どもをドライ

ブに連れて行ってくれる。七夕飾りやクリスマスの飾

り付けなど一緒に物作りも。近所にお散歩や、遊びに

連れて行ってくれる。

●ママ30代  パパ 40代以上

子ども２人を連れて出かけてくれる。おふろに入れて

くれる。他のママ友から話を聞いて比較すると、家事

も結構手伝ってくれる方だ。

●ママ30代  パパの30代

自分は主婦で主人が養ってくれるだけでも感謝。飲み

会より子どもを優先してくれる。むだづかいも減った。

●ママ40代以上  パパ 40代以上

仕事が忙しく全くやらないわけではないけれど、自分

一人にまかせっきり。たまに子どもと一緒に遊ぶくら

い。家事など頼めばやってくれるけれど、毎回お願い

しないといけない。

●ママ30代  パパ 30代

遊ぶときは遊んでくれるが、仕事で夜遅く帰宅するな

ど、忙しいため。

●ママ20代  パパ 20代

育児雑誌などをみてもイクメンには、あてはまらない

と思う。独身気分が抜けていない。

９人 20代

 30代

40代
以上

８人

１人

ママの年代

７人 20代

 30代

40代
以上

９人

２人

パパの年代

11人のママが「はい」と答えました！

理想は、
すべて共同だね！

「平成21年
青森県男女共同参画に関する意識調査報告書」

夫婦の役割分担
現実と理想を
見てみよう！

家計は共同、妻が家事・育児

家計は夫、妻が家事・育児

すべて共同

※インタビューの中から一部抜粋

【イクメンとは】
子育てを楽しみ、自分自身も成長する
男性のこと。または、将来そんな人生
を送ろうと考えている男性のこと。

▲上位 3項目



質問

質問

パパは、育児休業を取得しましたか？

22%

78%

4人

いいえ
14人

はい

100%

18人

いいえ

いいえ!

いいえ!はい!

ママは、育児休業を
取得しましたか？

パパに一番やってほしいことは？

イクメンパパの場合

イクメンではないパパの場合

特集「パパはイクメン？」

●自営業で会社経営をしているため。

●育児休業の制度はあるけれど、授業 (大学）があるので穴を開けられない。

●周りがとらない、理解のない職場であると思う。

●出産前後に育休ではないが2日間の有休をとった（3人の子どもの出産時に3回とも）。

●出産の時に、スケジュールを調整して１週間くらい有休をとってくれた。

●制度はあるけれど話し合って、育休はとらなかった。

●無理ではないけれど、実家が近く助けも得られやすいのでとらなかった。

●忙しく育児休業がとれるような会社でない。

●最大3年までとれる。けっこう育休をとれる雰囲

気、理解のある職場。（取得期間：2年間）

●短かったと思う。子どものことを考えると体力を

つけてからが良いと思った。（取得期間：１年間）

●職場は取りやすい雰囲気（他のママも半年や1年

育休をとっている）。（取得期間：１年間）

●子どもがほしいと思い、退職したため。

●結婚後退職したため。

●専業主婦なので。

●育休はとらず、退職した（やめざるをえない環境だった）。

●出産を期に仕事を辞めた。

●やってほしいことはやってもらっているので特にない。

●一番上の子に厳しすぎるところがあるので、もっと優しく

してほしい。弟もいるので、もっと姉弟平等に。

●有休をとって、子どもといる時間をもっと増やしてほしい

 （いつも仕事を優先しているため）。

●自分のことは自分でやってほしい、たまにパパの手料理が

食べたい。

●もっと子どもと遊んでほしい。幼稚園のイベントにも積極的に参加してほしい。子どもと２人きりで出かけてほし

い（子どもがそれほど父親になついていないため）。自分の時間を持ちたい（買物、映画もたまにはみたい）。

●おふろにいれること。ただみるのでなく、ケガをしないように、相手をしてあやしてほしい（横でただテレビをみ

ていることも）。家事の間に子どもをみていてほしい。

18人のママ全員が「いいえ」と答えました！

「いいえ」と答えた14人のうち、8人が
結婚、出産を期に退職しています。

育児休業取得率
「平成22年度 雇用均等基本調査（厚生労働省 ）」

事業所への調査結果では

女性 男性

83.7
%
1.38
%

質問

回答

回答

0
10
20
30
40
50
60
70
80

昭和 50 年
昭和 60 年
平成 7年
平成 22 年

女性の年齢階級別労働力率の推移

「平成 23年度版 男女共同参画白書（内閣府）」

（％）

（歳）
65~ 70~60~55~50~45~40~35~30~25~20~15~

結婚、出産年齢
期に労働力率が
下がるものの、
近年はゆるやか
なカーブに。



質問

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パパが育児に参加することのメリットは？

パパの育児参加は、ママや子どもにどんな効果があるのだろうか？

●休みたい時に休ませてくれるので、自分の時間を持てる

 （寝不足の時や買物、美容院など子どもを連れて行けない時など）。

●私が体調を崩しても、すぐに休ませてもらえるので長引くことがない。

 気分転換をさせてくれる（買物、美容院、針治療など）。

●子どもが友達を家によびやすい、遊びやすい環境ができる。

●早く帰宅してくれるだけでも気持ちが楽になる。

●子どもに食べさせる、後片付けをすることで子育ての苦労を理解するようになる。

●自分の気持ちが楽になれる。家事など他にやれることが増える。

●自分の気持ちにゆとりができる。

●パパも育児をしてくれることで、子育てが苦にならない

 （自分がすべてやらないといけないと思わなくていい）。

●子どもがぐずってつらかったなど、子育ての苦労の

気持ちをわかってくれる（気持ちに寄り添ってくれる）。

●子どもの世話をよくしてくれるので自分の時間がも

てる。気持ちが安定する（一人じゃないという安心感）。

●楽になる、見てもらっている間、家事や他のことが

できる。休みの日に子どもと公園へ行ってくれるので、

半日くらい一人の時間がもてる。

●子どもとパパとの関係を築くことができる。一人の

時間ができ、子育ての息抜きができる。

パパが育児に
参加すると！

ちょっとした間の

リラックス、

パパありがとう。

夫の休日の家事・
育児時間別の
第2子以降の
出生状況

家事・育児時間なし

2時間未満

2時間以上4時間未満

4時間以上6時間未満

6時間以上8時間未満

8時間以上

パパが育児に参加

する時間が長いほ

ど第2子の出生率

が高いという結果

がでています。

出生あり
出生なし

14.3%

26.8%

39.2%

55.4%

53.3%

61.2%

「第8回 21世紀成年者縦断調査（厚生労働省）」

回答



質問

質問

パパがイクメンになったきっかけは？

イクメンになるコツは？

特集「パパはイクメン！？」

●ママにやり方を聞きながらミルクをあげるなど育児を楽しむこと。

●家族と一緒になるべく過ごすこと（家族といることで幸せを感じるようになった）。

●もともと子どもが好き。仕事から帰ってきて寝るまで子どもと一緒にいること

 （仕事で疲れていても、子どもと一緒にいると元気がでる）。

●職場の先輩パパなどから育児のアドバイスをもらい参考にすること

 （家庭のことを相談できる職場環境があるといい）。 

●一日、一日の子どもの成長に気づくこと（楽しくなってくる）。

●積極的に世話をしてみること（子どももなついてきて、さらに世話をしてあげたくなる）。

イクメンになるコツ！
「パパはイクメン」と答えたママへの質問

ママも子どもも

喜んでくれるから

料理も楽しいよ。

「上手だねパパ。」

「ありがとうパパ」

など感謝の言葉を

かけてあげよう。

●イクメンプロジェクト

パパをイクメンにナビゲートする情報サイト紹介！

イクメンプロジェクトの活動内容や育児休業制度など様々なイクメン情報が紹介されています。

検索イクメンプロジェクト

●カエル！ジャパン
ワーク・ライフ・バランスやパパの育児休業体験記など情報が紹介されています。

検索カエルジャパン

●ママが怖いからかも（笑）。「飲み会は１次会まで」「遅

くても12 時までに帰宅」などパパをしつけました。

最近はお金のむだづかいもやめ、まっすぐ家に帰って

くるなど自発的になってきました。

●怒るのではなく、やったことに対してほめることが

大切です。前はやってほしいことをお願いしていたけ

れど、やったことに「ありがとう」と言葉を添えるこ

とで、その後は言わなくてもやってくれるようになり

ました。

●手伝ってくれた時に「上手だね」と声をかけるのが

コツですね。

●子どもができたら自然と変わりました。

●パパは子ども好きなので、自分から自発的に。

●自分で気づいて、自ら率先してやっています。

●母乳育児の期間は寝不足も続き、戦争のようにケン

カがたえなかったし、夜もつらかったです。けれど母

乳育児が終わり、子どもから少し手が離れて余裕がで

き、私がパパに対して思いやりをもてるようになった

ことでパパが変わったと思います。

●パパに対して「ありがとう」を伝える、ほめる、お

だてることでパパが嬉しく、自信もついてきて、さら

に取り組んでもらえるようになりました。ママが細か

いことに目をつむることも必要ですね。

パパにも聞いてみました。

回答

回答
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［相談機関名］ ［受付時間］［電話番号］ ［住所］

八戸市家庭（児童）婦人等相談室（八戸市庁内）

八戸警察署・生活安全課

青森県警察本部・警察安全相談室

DVセンター（三戸地方福祉事務所）

青森県女性相談所

DV相談ナビ（内閣府男女共同参画局）

青森地方法務局 八戸支局

女性の人権ホットライン（青森地方法務局）

☎0178-43-2111 （内線274)

☎0178-43-4141

☎017-735-9110

☎0178-27-4435

☎017-781-2000

☎0570-0-55210

☎0178-24-3351

☎0570-070-810

八戸市内丸１丁目1-1

八戸市城下１丁目16-25

青森市新町2丁目3-1

八戸市尻内町字鴨田7

八戸市根城９丁目１３－９

青森市長島１丁目３－５

平日8:30～17:00

平日9:00～17:00

平日 8:30～20:00

24時間

平日8:30～17:15

平日8:30～17:15

平日8:30～17:15

平日10:00～17:00

土日祝9:00～18:00



自分も相手も大切にできる

子を育てるためには
 性別にとらわれず、個人が尊

重され、イキイキと自分らしく
生きることので

きる社会の実現のためには、子
どものころからの男女平等観に

立った教育が必

要とされていることから、幼児
教育にたずさわる千葉幼稚園副

園長の岡本潤子

先生に子育てについてお話を伺
いました。

千葉幼稚
園副園長

 

岡本潤子
さんに聞
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。
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本
基
が

。
と
こ
の
と
事
大
が
育
教
す
ば
伸
を
性

」。
す
ま
い
て
め
勧
を
と
こ
ぶ
遊
に
緒
一
て

く
よ
は
ち
た
私
と
中
夢
我
無
は
て
育
子
「

に
校
学
、
が
れ
そ
。
い
し
ほ
て
じ
感
に
切
大

け
い
て
い
築
く
ま
う
を
係
関
人
対
の
ら
か
て

た
私
る
い
て
れ
ま
囲
に
報
情
の
ん
さ
く
た

　

に
り
張
欲
も
て
し
関
に
育
教
い
つ
、
は
ち

わ
変
も
今
と
昔
は
と
こ
き
べ
る
す
、
て
い
お

も
ど
子
が
人
大
、
で
中
た
し
う
そ
。
い
な
ら

と
こ
な
い
さ
さ
「。
生
先
本
岡
る
語
と
」。
番

少
。
す
ま
い
て
じ
感
は
ち
た
も
ど
子
、
も
で

来
に
園
稚
幼
。
事
大
が
ね
重
み
積
の
つ
ず
し

で
い
い
も
で
回
二
も
で
回
一
に
年
、
は
の
る

残
に
象
印
の
ち
た
も
ど
子
は
姿
の
ん
さ
母
お

い
、
ば
れ
あ
が
事
み
悩
の
て
育
子
。
す
ま
り

で
顔
笑
と
」。
よ
す
ま
り
の
に
談
相
も
で
つ

　。
た
し
ま
れ
く
て
し
を
ス
イ
バ
ド
ア

」
の
も
る
せ
だ
の
も
る
で
は
ら
か
ち
「

て
い
つ
に
み
組
り
取
る
あ
の
色
特

昭
は
立
設。
」
会

和
54

イ
「な
う
よ
の
今、
と
年

な
は
葉
言
て
ん
な
」
ン
メ
ク

始
に
代
時
い

と
る
え
与
を
響
影
い
い
に
庭
家
が
躍
活
の
ん

。
う
い

一
が
子
親
の
も
組
何
、
は
ト
ン
ベ
イ
の
園

　

関
の
子
親
に
い
互
、
で
と
こ
る
す
業
作
に
緒

、
で
こ
そ。
る
あ
も
で
場
る
く
て
え
見
が
性
係

た
も
ど
子
、
き
で
が
間
仲
の
外
以
係
関
事
仕

れ
か
築
が
係
関
好
友
る
せ
話
を
長
成
の
ち

た
ん
さ
父
お
る
来
に
園
稚
幼
、
と
る
す
。
る

葉
言
の
へ
ち
た
も
ど
子
、
え
増
が
顔
笑
の
ち

と
こ
な
議
思
不
て
し
そ
。
る
な
く
多
も
け
が

く
る
明
に
日
に
日
も
情
表
の
ん
さ
母
お
、
に

岡
と
う
ろ
だ
の
る
あ
が
ん
ら
団
い
い
も
で
中

自
ん
さ
母
お
や
ん
さ
父
お
。
う
言
は
生
先
本

に
中
夢
が
親
、
と
こ
む
し
楽
を
事
行
が
身

し
れ
う
は
ち
た
も
ど
子
、
で
け
だ
れ
そ
。
る

。
う
言
と
だ
の
る
く
て
い
わ
が
力
て
く

の
へ
パ
パ
や
マ
マ
い
し
忙

ス
イ
バ
ド
ア

い
と
然
当
が
の
る
す
が
親
母
、
は
て
育
子

　

て
育
子
の
親
父
、
性
要
必
の
」
性
父
「
は
で

さ
父
お
。
る
い
て
し
唱
提
を
性
要
重
の
画
参

あ
で
ん
読
を
本
絵
、
ら
か
い
い
も
で
回
一
に

一
、
ら
か
い
い
も
で
回
一
に
月
。
と
こ
る
げ

、
や
紙
り
折
。
と
こ
る
作
を
品
作
か
何
に
緒

教育現場リポート



◀八戸市新井田西 お店の中で

八戸市男女共同参画
シンボルマーク

　

い
で
ん
住
に
潟
新
は
ち
た
私
、
と
も
と
も

の
庭
家
、
前
年
半
、
し
か
し
。
た
し
ま
い
て

に
と
こ
す

…

を
社
会
は
私
、
に
期
を
れ
そ
。

　

は
で
ら
な
性
女
（
分
部
力
主
の
事
仕
に
妻

展
、
客
接
、
れ
入
仕
、
し
か
い
を
ス
ン
セ
の

児
育
。
す
ま
い
て
し
を
ど
な
理
料
、
除
掃
の

婦
夫
ず
必
。
な
か
い
ら
く
々
半
は
て
い
つ
に

　

で
ん
励
に
児
育
に
事
家
と
事
仕
ら
が
な
み
し

課
が
理
管
間
時
、
り
は
や
。
す
で
い
た
き
い

笑
（
な
か
題

)

。

 仕事も育児・家事も協力し合い、

イキイキと暮らす菊地さん夫婦

を紹介します。夫婦で子ども服

を経営されている菊地さん夫妻。

4才の男の子と2才の女の子の 4

人家族。パパの菊地純さんからお

話を伺いました。

　

    

※この情報誌は企画から印刷まで外注で8,000部作成し、印刷経費は１部当たり70.2円です。
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下町 三三夫

佐々木 優子

中村 佳代子

平間 恵美  

井ノ上 洋一

木村 ともこ

中山 恵美子

パパママふぁいと協会

ワーク・ライフ・バ
ランスな

夫婦の紹介

アツシキクチ

夫
婦
間
で
仕
事
と
家
事
や
育

よ
の
ど
を
児

す
ま
い
て
し
担
分
に
う

か
？

夫婦でアイディア
をだし合って設け
た子どもが遊べる
スペース。

と
こ
る
い
て
し
当
担
を
事
家
に
主
が
人
主
ご

て
れ
わ
思
う
ど
ら
か
親
両
ご
の
人
二
お
、
は

？
か
す
ま
い

応
も
つ
い
、
も
親
両
の
妻
、
も
親
の
分
自
と

。
す
ま
い
て
れ
く
て
し
援

？
か
す
ま

は
理
料
、
に
特
。
す
で
き
好
大
が
と
こ
る
作

。
す

？
か
す
ま
り
あ
は
と
こ
い
た
し
善

を
ス
イ
バ
ド
ア
ら
か
園
育
保
。
ね
す
で
い
た

起
早
寝
早
の
ち
た
も
ど
子
、
ら
が
な
い
ら
も

活
生
い
し
正
則
規
、
ど
な
間
時
の
事
食
や
き

。
す
ま
い
て
け
が
心
を
慣
習

互
お
、
せ
さ
立
両
を
活
生
庭
家
と
営
経
の
店
お

仕
、
で
ま
今
。
す
ま
い
思
と
だ
と
こ
る
め
決

ど
、
め
た
た
い
て
い
働
で
ま
間
時
い
遅
で
事

過
を
時
９
が
間
時
寝
就
の
も
ど
子
も
て
し
う

こ
ど
、
分
な
由
自
は
事
仕
。
た
し
ま
い
て
ぎ

い
な
け
つ
を
り
切
区
て
め
決
を
間
時
で
か

時
８
を
も
ど
子
、
で
と
こ
る
す
底
徹
を
理
管

ま
い
て
し
に
標
目
を
と
こ
る
せ
か
寝
に
で
ま

歯
や
け
づ
片
お
が
ち
た
も
ど
子
、
た
ま
。
す

う
よ
む
組
り
取
て
し
先
率
ら
自
を
ど
な
き
磨

。
た
し
ま
り
な
に

と
い
た
き
い
て
し
に
庭
家
な
ん
ど
ら
か
れ
こ




